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世帯数：    5,392戸
　男　：    5,792人
　女　：    6,134人
　計　：  11,926人

2021年1月1日現在

　

令
和
２
年
度
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
流
行
で
、里
山
辺
公
民
館

活
動
、町
会
活
動
と
も
に
大
き
な

影
響
を
受
け
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

　

４
月
上
旬「
緊
急
事
態
宣
言
」

が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。小
中
学
校

は
４
月
９
日
か
ら
５
月
６
日
ま
で

休
校
が
決
定
。市
の
施
設
も
休
館

と
な
り
、地
区
及
び
町
会
単
位
で

の
集
ま
り
も
休
止
で
、日
常
生
活

で
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
が
求
め
ら
れ

ま
し
た
。感
染
防
止
の
た
め
３
密

を
さ
け
る
事
や
マ
ス
ク
の
着
用
、手

洗
い
、う
が
い
の
励
行
が
必
要
と
さ

れ
ま
し
た
。

　

里
山
辺
公
民
館
事
業
計
画
の
ス

ポ
ー
ツ
事
業
で
、５
月
31
日
の
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
・
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
、８
月
23
日
の
野
排
球
大
会
、

10
月
18
日
の
大
運
動
会
、11
月
15

日
の
卓
球・ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が

中
止
と
な
り
ま
し
た
。文
化
事
業

で
は
11
月
７
・
８
日
の
文
化
祭
・

福
祉
ふ
れ
あ
い
フェス
テ
ィ
バ
ル
を
取

り
止
め
ま
し
た
。

　

薄
町
町
会
行
事
で
は
、７
月
の
町

内
レ
ク
リ
エ
ー
ション
会
、敬
老
祝
賀

会
、10
月
の
一
日
バ
ス
旅
行
を
中
止

と
し
ま
し
た
。ま
た
５
月
の
須
々
岐

水
神
社
例
大
祭
は
神
事
の
み
行
い
、

お
船
の
曳
行
は
無
し
と
な
り
、静
か

な
お
祭
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

12
月
末
現
在
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
は
猛
威
を
振
る
っ
て
お
り
、都

市
部
中
心
に
第
三
波
の
真
只
中

で
す
。令
和
３
年
も
ま
だ
ま
だ
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
の
お
付
き
合
い
が

続
き
そ
う
で
す
。松
本
も
注
意
で

す
よ
‼

　
　

町
内
公
民
館
長
会　
　
　

会
長　

小
幡
　
政
義

　
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
で
地
域
各
町

会
で
の
催
し
や
行
事
な
ど
が
中
止

に
なって
い
ま
す
。

　

町
内
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
ク
ラ
ブ
で
は

感
染
に
注
意
し
、入
館
時
の
検
温

と
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
を
実
施
、部
屋

の
ガ
ラ
ス
戸
を
開
け
、風
通
し
を
良

く
し
、コ
ロ
ナ
に
負
け
な
い
健
康
な

身
体
づ
く
り
を
月
２
回
、第
２
第
４

火
曜
日
、朝
９
時
よ
り
２
時
間
実

施
し
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
は
一
人
６
回
戦

吹
矢
を
飛
ば
す
楽
し
い
ス
ポ
ー
ツ

で
す
。そ
の
特
徴
は
、「
腹
式
呼

吸
」を
取
り
入
れ
た「
ス
ポ
ー
ツ
吹

矢
式
呼
吸
」を
最
大
限
に
行
う
た

め
の
基
本
動
作
が
あ
る
こ
と
、

そ
し
て
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
の
根
幹

を
成
す
型
に
は
健
康
を
意
識

し
た「
心
技
練
磨
」が
あ
る
こ

と
で
す
。こ
れ
は
極
意
と
いっ
て

も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
礼
に
始
ま
り
礼
に
終
わ
る
」

基
本
動
作
を
実
践
し
体
に
活

力
を
も
た
ら
し
ま
す
。

　

公
民
館
を
使
って
楽
し
く
活

動
す
る
こ
と
が
、住
民
の
健
康

に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
日
々
感
じ

て
い
ま
す
。

　
　

新
井
町
会
公
民
館
長　

柿
澤
　
英
二

　
１
月
10
日（
日
）に
開
催
を

予
定
し
て
い
た
令
和
３
年
松

本
市
成
人
式
は
、新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に

伴
い
、５
月
９
日（
日
）へ
延
期

と
な
り
ま
し
た
。木
々
の
緑

が
鮮
や
か
な
新
緑
の
季
節
に

晴
れ
や
か
な
成
人
式
が
行
わ

れ
る
こ
と
を
お
祈
り
申
し
あ

げ
ま
す
。

年末の夜空に想いを込めて
　12月27日夜に打ち上がっ
た悪疫退散の願いの花火。

松
本
市

  

成
人
式
延
期
決
ま
る

こんな発見ありました！こんな発見ありました！

おやっ⁉この岩は
　里山辺のとある所にある
大きな岩。鬼滅の刃に出て
くる大岩にそっくりです。

大きな畳の門松現われる
　高さ2021mmのゲン担ぎ
もの。兎川寺の花岡畳店の
渾身の作です！

皆
様
の
ご
多
幸
を
お
祈
り
し
ま
す

薄町町会お船修復 清祓い神事

一吹入魂！

畳の門松

皆で探してみてください

針塚古墳の夜空に華やか
に
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12
月
24
日
、八
坂
神
社
の
本

殿
拝
殿
そ
し
て
鳥
居
等
の
新

年
し
め
縄
作
り
を
氏
子
総
代

会（
会
長・新
井
勝
由
さ
ん
）が

行
い
ま
し
た
。

　

な
か
で
も
、鳥
居
の
し
め
縄

は
会
長
中
心
に
数
人
で
呼
吸

を
合
わ
せ
、太
さ
30
セ
ン
チ
程
に
見
事
に
仕
上
げ
、

会
長
は「
来
年
は
皆
様
の
無
病
息
災
や
コ
ロ
ナ
終
息

を
願
い
、明
る
い
年
に
」と
話
さ
れ
ま
し
た
。

館
報
編
集
委
員　

渡
邉
　
昇

　

里
山
辺
地
区
体
育
協
会
の
会
員

と
し
て
地
区
内
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に

功
績
の
あ
っ
た
３
名
の
方
に
精
励

表
彰
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

同
協
会
理
事
長　

松
尾　

衛

同
協
会
員　
　
　

大
嶋　

康
弘

同
協
会
員　
　
　

蓑
島　

太
郎

　
２
月
６
日　

山
辺
地
区
立
志
式

◇
今
後
の
主
な

　
公
民
館
事
業
の
日
程

◇
松
本
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会

功
労
表
彰

　これまでの建物は、建築後６０年を経過し、老朽
化によって各所に不具合が見られたうえに、耐震
性に著しく乏しいという問題がありました。
　このたび、一般財団法人自治総合センターの宝
くじ社会貢献広報事業・コミュニティ助成事業によ
り、改築いたしました。６００人を超える林町会の住
民自治・防災・福祉・社会教育など、さまざまな活動
の拠点として、今後、地域活性化に大いに貢献す
る施設として、期待されます。

○ 事業助成　
　　一般財団法人　自治総合センター　
　　コミュニティ助成事業（コミュニティセンター事業）
　　　　助成額　１５，０００，０００円
○ 事業費　　　　5８，3００，０００円
○ 建物概要
　　木造平屋建て　建築面積２２５.７７㎡
　　　バリアフリー化を実現
　　　　スロープ設置　段差解消
　　　　多目的トイレ設置　等
　　　耐震基準以上の強度を確保

― 松本市里山辺林公民館 ―

竣工間近の松本市里山辺林公民館
（北側より撮影、令和２年 12 月）

事 業 概 要

まんまる
餅づくり体験

12/12

杵と臼を使った昔ながらのお
餅つき。つきたてのお餅を丸
く包んで、かわいくできました。

親子しめ縄
づくり教室

お正月の松飾りづ
くり。子どもが一
生懸命に藁をよる
姿が印象的。

12/26

新春初ウォーク
１/５

週一ウォークの新年一発目
。

三社（千鹿頭神社、八坂神社
、

須々岐水神社）詣でを行いま

した。

八
坂
神
社
し
め
縄
づ
く
り

　里山辺地区文化財等全調査集（平成30年3月1日発行）
によると、里山辺地区には有形・無形の文化財が500前後存
在します。文化財を郷土の歴史を語る教材として、地域の
小・中学生と地域の方がともに学び合える機会ができないも
のか。そこで初心でワクワクして学ぶ本講座が誕生しました。
　第１回目（12/19）は「山辺の伝統行事」と題して三九郎、
ぼんぼん、青山様、こと八日について、山辺歴史研究会の講
師の皆さんにそのいわれを紐解いてもらいました。伝統行事
のルーツをたどれば地域の道祖神信仰にあるといわれます。
道祖神信仰は江戸時代後期に多くの行事に根づき、五穀豊
穣や家内安全を祈願する思いで催行されています。悪い神
が人々に厄災をもたらすのを村境で守る塞の神である道祖
神の存在が、人 の々心のよりどころであったからと思われます。

　このように普段何気なく触
れているものや景色から地域
の成り立ちや人々の思いを知
る中で、今を生きる私たちの
郷土への思いが膨らめばと
思うところです。郷土の文化に興味津々

郷土のやまべを知ろう
宝くじの助成金で整備

さい

まちづくり協議会
Twitterを

ぜひみて下さい！

八坂神社 鳥居のしめ縄


